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論 文 
 

 

「偉大な理想」の終焉とカザンザキスのギリシア性 

―独墺滞在期(1921-1925)における動向を中心に― 

 

福田 耕佑 

京都大学文学研究科博士課程後期 

日本学術振興会特別研究員 

 

1. はじめに 

 本稿では、ニコス・カザンザキス1がドイツ・オーストリアに滞在した時期

の、文学作品とギリシア観について取り上げ、確かにこの時期ギリシアに関す

る主題から離れ共産主義や仏教に関心を抱いていたが、ギリシアの「東方性」

という観点ではこの時期以前の観点を維持し2、この時期に書かれた思想的主

著『禁欲』へとカザンザキスの思想が統合され始めたということを明らかにす

る。特に 1922年は 19世紀中頃より唱え始められた、ギリシア・ナショナリズ

ムを体現した思想である「偉大な理想」3の頓挫するスミルナの大火4の発生し

た時期であり、多くのギリシア人達と共にカザンザキスもこのスミルナの大火

に大きな衝撃を受けた。ドイツ・オーストリアに滞在する以前の時期をナショ

ナリストとして過ごしたカザンザキスが、この歴史的事件に対し政治的に関心

を示すことがなく、ギリシア・ナショナリズムから距離を置いていたことも併

せて記述したい。 

 

2. 先行研究の紹介と本稿の意義 

カザンザキス本人が該当期にナショナリズム的な思想を捨てたと証言して

いることもあり5、先行研究でも共産主義や仏教との関連が中心に論じられ、

カザンザキスのナショナリズム的な思想やギリシア・ギリシア人観に関しては

十分に論じられていない。 

包括的な伝記を含めた研究としてジャニオ・リュストの研究6と、カザンザ

キスの全劇作品を取り上げたペトラコスの研究7が挙げられる。しかし、ここ
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では先述のように共産主義と仏教、そして『禁欲』の思想が関心の中心であ

り、カザンザキスとギリシア8という枠組みでの議論は見受けられない。「東

方」という観点に関しても、ツィニコプロスがカザンザキスの『禁欲』の「沈

黙」の章に仏陀の思想の影響が見られると述べるにとどまり、カザンザキスの

「ギリシア性」と関連させる形では論じられていない9。これに対しビーンは、

カザンザキスのプレヴェラキスに宛てた書簡の中に見られる、カザンザキスが

1923 年以降ナショナリストではなく左翼陣営に属していたという本人の記述

を引用し、またカザンザキスのスミルナの大火への反応を取り上げている10。

しかしこの主題が中心になることはなく、例えば第五章で取り上げるカザンザ

キスの著作『饗宴』においても、ギリシア・ナショナリズムや「西方と東方」

というモチーフが描かれているが論じられることはなかった。そこで本稿はこ

の時期のカザンザキスのギリシア観に関する知的動向について整理し、彼の生

涯と作品群の中での該当期の位置づけを確かめたい。 

 

3. 該当期のカザンザキスの動向 

本章ではカザンザキスがドイツ・オーストリアに滞在していた 1922 年から

25 年までのギリシアの状況と彼の動向を、カザンザキスが妻のガラテアに宛

てた書簡及び先述のビーンとジャニオ・リュストの研究に依拠しながら記述す

る。 

 

3-1. 独墺滞在期以前( - 1922年 5月) 

 ここでの記述は福田(2017)に基づき記述する。カザンザキスのナショナリス

トとしての活動は、文学的にはイオン・ドラグミス11に、政治的にはエレフセ

リオス・ヴェニゼロス12に大きな影響を受けていた。特にヴェニゼロスとの関

係は、1912 年のバルカン戦争にカザンザキスが志願兵として従軍した際に彼

の事務所で勤務したことに始まり、彼の下でギリシア政界と関係を持つことが

できた。そして 1919 年 5 月には、ヴェニゼロス内閣下で厚生局局長に任命さ

れ、ポントス人難民支援帰還事業に携わっている。しかし 1920年 11月にヴェ

ニゼロスが選挙で敗北したことを受け厚生局局長を罷免され、パリやオースト

リアなどのヨーロッパ旅行に出かける。1921 年 8 月にはクレタ島に帰郷し、

友人や家族と過ごしている。このように 1920 年までは対外拡張政策を行って

いたヴェニゼロスの下でギリシアの政界と関係を持っていたが、彼の選挙での

敗北を機に政権側とは一切の関係を断つようになる13。次節以降で確認してい
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くようにこれまで深い関係を持っていたナショナリズムや「偉大な理想」を推

進する運動から離れ、共産主義や社会主義に傾倒していく。 

 

3-2. 独墺滞在期(1922年 5月 – 1925年 10月) 

本節ではカザンザキスが 1922 年 5 月から 25 年 10 月までのドイツとオース

トリアに滞在した期間のカザンザキスの動向について確認する。1922 年 5

月、ユーゴスラヴィアを経由してウィーン遊学に向け出発し、同月 19 日に到

着している。しかし 6月から 8月にかけて重い病気にかかってしまったが、こ

の中でも 8月 7日にはこれまで十分に触れることのなかったアジアの文化とロ

シアの文化に関する本を購入し、特にロシア文学に関する研究書を購入し読ん

だことを妻のガラテアに手紙で書き送っている14。また二日後の 9 日には思想

的主著『禁欲』に関する初めての言及を行っており15、フロイトや仏陀16に関

する著作、またゴーリキーやルクセンブルクの著作、そして共産主義系の雑誌

を読んでいる17。このような読書体験からも、ギリシアに居た時期よりもその

関心が更に多岐に渡っており、妻への手紙の中でもギリシアに関する記述が減

少し、ここで得た新しい知識に関するものが増えている。 

ここで着目すべきこととして、カザンザキスはギリシア時代に共産主義や

社会主義等の思想に傾倒していたのではなく、ウィーンで得た書籍や人脈を通

して共産主義や社会主義に出会ったといこうとである。というのもギリシア共

産党の設立が 1918 年 4 月であり18、「偉大な理想」に関してカザンザキスに大

きな影響を与えていたヴェニゼロスとイオン・ドラグミスの影響を離れる

1922 年以前に、反ユダヤ・反共産主義的なヴェニゼロスの強い影響下にあっ

たカザンザキスがこれらに触れていたとは考えられず、現にその時期にカザン

ザキス本人による共産主義や社会主義に関する言及も見られないからである。 

 同年 9月 1日、カザンザキスはベルリンに移動している。そして 9日、ベル

リンでスミルナの大火により小アジアのギリシア領が全て失陥したことを耳に

する。独墺期以前にカザンザキスが傾倒していた、「偉大な理想」の崩壊をも

意味するスミルナの大火に対する彼の反応は次章で扱いたい。 

10 月 1 日にはベルリンで教育改革に関する会議に出席し、16 日にはドレス

デンで性教育に関する会議に出席して「アラビアのニコス」と署名している
19。特にドレスデンでの性教育に関する会議では主催者達と接触したことをカ

ザンザキス本人が明らかにしているが、この会議の具体的な内容、またどのよ

うな人物がその場に出席していたのかは明らかにしていない20。年末、妻ガラ
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テアに宛てた手紙の中で、カザンザキスはロシアに行こうとしていることを言

及。しかし人脈、手段、時期、目的については触れられない21。1922 年の文学

活動としては、ギリシアで彼の戯曲『オディッセアス』が出版された。 

1923 年春季、4 月に思想的主著『禁欲』を書き上げ、再度『仏陀』に着手

したが完成を見なかった。またゲオルギオス・パパンドレウ22によってギリシ

アの図書館の館長職就任を斡旋されるも断っている23。5 月 1 日には王宮の前

やホーエンツォレルンの像の前で行われた集会に参加し、ヴェニゼロスの影響

下に留まっていれば考えられなかったような政治活動の場に身を置き続けてい

る。 

同年 6 月からドイツを離れるまではドイツ国内旅行に時間を費やしてい

る。6 月にドルンブルク、ナウムブルク、ヴァイマールの順に出かけ月末にベ

ルリンに戻っている。この旅行の中でも政治的な活動も行っており、6 月 7 日

にはドルンブルクからの手紙の中でウィーンの共産主義者やベルリンの共産主

義者、知識人、芸術家たちと連絡を取り合っていることを報告している24。7

月半ばには再度ナウムブルク、バルト海のプショヴへの旅行に出発する。8 月

には、南へ赴き、ミュンヘン、ウルム、ローテンベルク、ニュルンベルク、バ

ンベルク、ルドルフシュタット最後にベルリンへという経路で旅行している。

そして 12月 18日のガラテアへの手紙の中でドイツを離れる準備を始めている

ことを明らかにしている。 

1924年 1月 18日、カザンザキスはイタリアに向けて出発する。2月 26日ア

ッシジに到着する。この間フレンツェやローマ等イタリアの都市に滞在しなが

ら『仏陀』の執筆を終了させている25。4月 29日、イタリアでの滞在を終えギ

リシアに向けて出発し、5月 5日から 7月 5日までアテネに滞在している26。8

月には郷里のクレタ島・イラクリオに帰郷し、ここで現地の共産主義運動に関

与していく事になる。 

1925 年、2 月 5 日にはイラクリオの聖ミナス大聖堂の前で共産主義者によ

る大規模な集会が行われ、カザンザキスも自身の書いた文書の故に 2 月 14 日

に逮捕されている。この文章はネア・エフィメリス誌に投稿されたが、この文

章の中で彼はギリシアの階級闘争の未実現に触れ、ギリシア人の啓蒙と倫理性

の改善のために教育の改革を「我々の義務」として訴えている27。またキリス

ト教の教義になぜ十全に従うことが出来ないのかという主題でも同誌に投稿し

ている28。7 月にはアテネへ、そして 9 月はキクラデス諸島で時間を過ごし、

この時期に『饗宴』を書いていたと推測されている29。この後アテネに戻り、
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10 月 13 日にはアテネのエレフセロス・ロゴス紙の特派員としてソヴィエトに

派遣されているが、これ以降の彼のロシアでの動向は稿を改めて論じたい。 

 

4. スミルナの大火のへの応答と「偉大な理想」の払拭 

―妻ガラテアへの手紙より― 

 本章では 1922 年のスミルナの大火と、以前までカザンザキスが傾倒してい

たギリシア・ナショナリズムや「偉大な理想」の挫折に際し示した反応と後の

共産主義や『禁欲』等のより普遍的な思想に繋がっていく道筋を明らかにす

る。 

 先述の通りカザンザキスは独墺期以前、中央の政府の中で「偉大な理想」に

共鳴するナショナリストに近い立場に立ち、政治・執筆活動を行っていた。こ

の背景を前提とした上で、妻ガラテアに宛てた手紙の中からカザンザキスのス

ミルナの大火への反応を見ると、第一に、そもそもこの事件についてほとんど

言及せず、領土や政治的な観点からの発言もない、という点は指摘せねばなら

ない30。これは先述のカザンザキスがナショナリストとして行動していたこと

を考えれば、領土拡張運動の頓挫について政治的な観点から何も書いていない

ことは注目に値する。 

また 22 年 9 月に妻ガラテアに宛てた手紙を分析すると、カザンザキスはこ

の出来事を、ギリシア人とトルコ人が犯した人間性への罪として表現してい

る。例えば、カザンザキスは「ギリシア人とトルコ人が小アジアで行った虐殺

と不名誉に関して、文明化された世界に対してだけではなく(尤も今日そんな

ものは存在していないが)、人類の使命に対しても抗議することのできる、ギ

リシアに居住しているギリシア人に私たちはなっていなければならなかったの

だろう31」及び「ギリシアを純粋なままに保っておこう。少なくとも私たちだ

けは、私たちの心の中で。（中略）ロミィ32の犯した不名誉はトルコ人の犯し

たものに匹敵する。遠慮なく言わせてもらえば、今私達の関心を捕らえている

のは人類だ。ギリシア人とトルコ人はこの人類の価値を貶めたのだ33」と書き

送っており、ギリシアとトルコ間における政治紛争をギリシア人の立場という

一方的な立場から非難するのを避けたにとどまらず、このスミルナの大火を二

国間の政治的な問題としてではなく、人類に不変な倫理の問題として取り扱っ

ている。このような倫理という観点からカザンザキスはギリシア人に対し「も

う一つ言っておけば、ギリシアというのは何人かの人々、いや、ごく極めてわ

ずかな人々のことを指している。ギリシアの価値はそのような人々にかかって
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いる」と書いているが34、これは決して領土獲得運動の失敗という政治的な観

点からなされたものではない。 

このように、カザンザキスはスミルナの大火をナショナリズムや政治の問

題としては捉えずに、人類に普遍的な倫理の問題として捉えている。そして更

にここから一歩踏み込んでカザンザキスは、スミルナの大火を受けて思想した

倫理に関する考察を『禁欲』の思想に結び付けていく。例えば 22 年 9 月の手

紙で、「……だがもし目的を定めねばならないのなら、物質を精神に変化させ

る、とでもしておこうか。このギリシア人たちの不幸は後になって、もっと後

の世代に、次の二つの内のどちらかの結果をもたらすことだろう。今のギリシ

ア全体の破滅となるか、ある叫びの血と涙に養われた向上と開花であるか35」

及び「もし日々の細々とした細部に引きこもってしまうのであれば、ギリシア

民族のたどったこの全冒険を、私たちの小さな生涯に比べればはるかに広大な

時間間隔の中に定立することはできやしないだろう。私は、自分の心の叫びを

越えて、私の生きる時代の外側に人類の激動を見ているのだ36」と書き送って

いる。ここに現れている「叫び」(Κραυγή)は、思想的主著『禁欲』の中で

「神」として表象される存在であり37、後年特に 1945 年からのギリシア内戦

期に書かれた作品では文学上のライトモチーフとしての役割も果たしている
38。まだこの段階では後の作品において見られる程に「叫び」が彼の思考法や

表現の中で根本的な役割を果たしているかどうかまで判断できないとしても、

「叫び」に促された「向上」や39、この「叫び」へと思考を集約させていく発

想を用いながら歴史事件としてのスミルナの大火を理解しようとしていること

は明らかである。 

ここまでをまとめると、スミルナの大火に対して、1920 年までに属してい

た政治的な立場からの考察及び発言は見られず、ギリシアの政治的利益や「偉

大な理想」といった観点からの発言はなかった。この時期のカザンザキスの中

心的な関心は、共産主義や仏教等の新しく触れた知識の咀嚼と、『禁欲』とい

った自分の哲学的思想の構築であり、『禁欲』で見られる思想に寄せてスミル

ナの大火を語りはしたが、スミルナの大火がカザンザキスの関心の中心になる

ことはなかった。 

 

5. スミルナの大火のへの応答と「偉大な理想」の払拭  ―『饗宴』より― 

  本章ではカザンザキスの作品『饗宴』(Συμπόσιον)を取り上げ、登場人物達

の対話で表現されるカザンザキスの「偉大な理想」に対する考え方の変化や、
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カザンザキスの関心が共産主義や仏教等の探求のみではなく、同様に東方的な

ものの探求にも関心を持っていたことを明らかにしたい。 

 この『饗宴』は、先述のように 1925 年前後に執筆されたと推測されてお

り、カザンザキスの死後に遺品の中で原稿が発見され、1971 年に刊行されて

いる。物語はカザンザキスが投影された主人公アルパゴスの家にイオン・ドラ

グミスとアンゲロス・シケリアノス40といった、独墺期以前にカザンザキスが

懇意にしていた人物が投影されている友人たちが訪れ、酒を酌み交わしながら

様々な議論を交わす対話篇のような作品である41。『禁欲』の主題を基底に置

きながら42、カザンザキスは創作上の主題として「神、女、戦い」の三つに言

及している43。そしてこの彼はこの作品の第二章で登場人物たちの対話を通し

て「ギリシア性」と「偉大な理想」について言及している。ビーンの先行研究

では、この著作を通してカザンザキスが「政治的な動物(zoon politikon)」とし

てではなく、生と死の意味を探求しようとする「形而上学的動物(zoon 

metaphysikon)」であろうとしたと結論付け、このために哲学を欠いた「行動

主義」や「芸術の為の芸術」といった姿勢を乗り越えようとしたと結論付けら

れている44。そのため、この著作の中でカザンザキスのギリシア・ギリシア人

観や東方的なものの探求といった観点が話題にはなっていない。 

 独墺期とそれ以前との間の「偉大な理想」に対する態度の差異を考える際に

は、イオン・ドラグミスの投影された登場人物コズマスとアルパゴスの間の対

話が重要であろう。このコズマスは、作中において現代ギリシアの隆盛とコン

スタンティノープル(現イスタンブール)奪回に熱意を燃やしている人物として

描かれている。「私がギリシアを救うのだ」と宣言し45、ブルガリア人が占拠

していた地区にギリシア人学校を設立しに行った人物として描かれる等46、こ

れはブルガリアの間で領土問題のあったマケドニア地方に対し、「もし私達が

マケドニアを救うために駆け付けるなら、マケドニアが私達を救うであろうこ

とを諸君は知れ47」と述べ、実際に義勇兵としてマケドニア獲得闘争に従軍し

ブルガリアの危険性を訴え続けたドラグミスの行動にも一致している。 

独墺期以前は大いにドラグミスに傾倒したカザンザキスだったが、この

『饗宴』においては、アルパゴスの口を通してコズマスがギリシアに対して行

った行動に関して否定的な言葉も肯定的な言葉もかけることはなく、また彼の

行動に対しほとんど直接評価を加えていない。「…なぜなら今でもあなたは、

自分が奉仕している戦いの目的を十全に生きられていないからなんだよ。ただ

そうすることを求めれば、あなたは自由を得るのだ。なぜなら、こう生きるこ
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とで、あなた自身の全目的を成すことができるからだ48」のように反応してい

る。前章で取り上げたカザンザキスのスミルナの大火への反応のように、ここ

でもコズマスの行ったナショナリズム的行動に対して政治的な観点から反論や

非難、及び評価を下してはいない。これに関してビーンは、コズマスの素朴な

「行動主義」に対する不同意を示すことで、思想する作家として相応しくない

カザンザキス自身の「行動主義」的な側面に自己批判を加えていると述べてい

る49。そしてここでも同様に「戦いの目的」や、「自分自身の自由ではなく超

越者の自由を求めることが自分の自由につながる」といった『禁欲』において

表明された思想にコズマスの「偉大な理想」やナショナリズムに対して行った

行動を還元していることが明らかであろう。 

 また、1915 年にアトス山でカザンザキス共に時間を過ごし、第二次世界大

戦期においても依然として西洋文明の祖として古代ギリシアと、その古代ギリ

シアの末裔である現代ギリシアという意識で著作を続けた、シケリアノスの投

影された登場人物ペトロスに対する主人公アルパゴスの応答について取り上げ

たい。ビーンはカザンザキスが『饗宴』を通してシケリアノスの耽美主義的な

態度を避けようとしていると述べている50。しかしビーンはアルパゴスがペト

ロスを批判する際に「東方と西方」のモチーフを利用していることに触れてお

らず、実際このペトロスの親西欧的な態度に対しアルパゴスは次のように述べ

ている。 

 

あなたもフランク的な関心によって彷徨い出てしまい、病人のように金切

り声を上げながら女性を賛美し、疲労、悲嘆、倦怠を歌い上げ、今はフラ

ンクの風に揺さぶられながら、もう死んでしまった神々を暖めている。だ

が、フランクも過ぎ去るのだ。奴らの神々だって地に堕ち粉々になってし

まうのだ。(中略)フランクが過ぎ去ったとして誰が喜び踊り出すだろうか！

幾千もの不信心な御者が殺され、そして見よ、東方(στην Ανατολή)という、

我々の大地における至高の責任とは、新しい意味と情熱的な希望を生命に

与えるというということだ51
 

 

 ここで言われているフランクは西欧を指しており、シュペングラーの『西洋

の没落』に影響を受けたカザンザキスが52、西欧に対し「(中略)もう死んでし

まった神々を暖めている。だが、フランクも過ぎ去るのだ。奴らの神々だって

地に堕ち粉々になってしまうのだ」と述べながら、シケリアノスのほとんど無
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批判に西欧に追従していく態度を揶揄しているのであろう。このようなシケリ

アノスの姿勢に対しカザンザキスは、「我々の大地」であるギリシアを「東

方」として表象している。カザンザキスは既に 1917 年の妹・アンゲラキに宛

てた書簡の中で、自身の精神上の祖先を「ムスリムの礼拝の行われている東

方」と表現しており53、これは本稿 3 章 2 節で確認したように「アラビアのニ

コス」と署名していたことと合わせて考え、彼のギリシア・ギリシア人観の探

求においてギリシアを「ギリシア古典」や「西欧の文化的揺籃」以外に捉えよ

うとする意識が継続されているのが明らかである。 

 

6. 本稿のまとめ 

 本稿を通して、「偉大な理想」の崩壊とスミルナの大火に直面したカザンザ

キスが示した反応を、主に独墺滞在期の伝記的な事項を整理しながら示した。

妻ガラテアに宛てた手紙や『饗宴』の分析を通して、カザンザキスがギリシ

ア・ナショナリズムや政治的な関心を離れて思想的主著『禁欲』で見られた思

想やギリシア・トルコといった枠を超えた倫理に基づいてスミルナの大火を理

解しようとしていたことを明らかにした。2 章で見た、カザンザキス本人がプ

レヴェラキスに宛てた発言からも、この時期にカザンザキスが独墺期以前に傾

倒していたギリシア・ナショナリズム的思想とは距離を取っていたことが明ら

かであろう。また、ギリシア・ギリシア人観に関しても、単にギリシアを西欧

や古典古代とのつながりで探求しようとしたシケリアノスへの言葉に見られた

ように、1917 年のアンゲラキの手紙にも見られたギリシアを東方と結び付け

て捉える姿勢が見られることは注目に値しよう。1925 年にはギリシアと同じ

く東西の中心54であるロシアに赴くことになり、現地でのロシア人やギリシア

人、そして中央アジアや日本人、そして中国人との出会いもカザンザキスの東

方観と共産主義観に影響を及ぼしていくが、これは稿を改めて論じたい。 
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